


　特別研究会は、大学等の研究者が主宰し、特定のテーマについて産業界との共同研

究の企画や調査を通じ、大学と産業界とのより深化した研究連携を行うものです。

　企業・団体・個人の方々は、ご関心のあるテーマについての特別研究会の活動に参

加することができます。

　特別研究会の運営は、画一的なものではなく、それぞれの特別研究会に相応しい

独自の方式で行われます。

　特別研究会は、

　　　■ 技術・市場動向調査

　　　■ 最新の研究成果・技術の産学相互の情報交換

　　　■ 研究開発課題の探査および設定

　　　■ 共同調査を通じた共同研究の企画

など幅広い活動をしています。

　この特別研究会での議論や調査成果に基づいて、より具体的な契約型の共同研究に

発展させることも念頭においています。

　

　産学の有機的連携を重視する「特別研究会」への参加をお待ちしています。

一般財団法人 生産技術研究奨励会
　理 事 長　　浦　環



光科学ー工学特別研究会
光の基礎と応用が刺激し合い、新たな視点を生み出す

RC-19
連絡先
　芦原　聡
　e-mail：ashihara@iis.u-tokyo.ac.jp

代表幹事
　芦原　聡（東京大学 生産技術研究所 教授）
幹事
　森竹勇斗（東京大学 生産技術研究所 准教授）
　森近一貴（東京大学 生産技術研究所 助教）

主旨

2026年度　特別研究会一般財団法人 生産技術研究奨励会

芦原　聡

　光科学は異分野と交わりながら今も豊かに発展を続けています。しかし、そのスピードと拡がりゆえ、本質
的な意義やブレイクスルーの兆しを的確に捉えることが難しくなっています。また、歴史を振り返ると、基礎
と応用は相互に刺激し合って発展してきたため、互いの知見や視点が交わる機会が望まれます。
　本研究会では、光科学の専門領域の境界を超えて、また、基礎と応用の境界を越えて互いに学び合い、視野
を広げる場を設けます。大学（大学院生を含む）、研究機関、企業の研究者をお招きし、光科学の萌芽的ト
ピックや光産業の最先端技術に関する知見を共有します。参加者同士の交流と意見交換を通して、光の新たな
可能性と、その未来をともに展望します。

講演テーマの例：
●光源技術
　超短パルスレーザー、光周波数コム、
　半導体レーザー、赤外・テラヘルツ、
　EUV、光渦

●ナノ光学
　近接場光学、プラズモニクス、
　電磁場解析、機械学習

●光計測・制御
　超解像、環境計測、インフラ検査、
　振動分光、時間分解分光、量子センシング、
　光ピンセット、光加工、分子制御

●光学材料・素子
　メタサーフェス、新規ガラス材料、
　非線形光学材料

●その他
　ホログラフィー、AR／MRグラス、
　イメージセンサー

参　加　費：賛助員の場合　：10万円（１社１名から４名まで参加の場合）
 （別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
 15万円（１社５名以上の参加の場合）
 （別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
 非賛助員の場合：20万円（１社１名から４名まで参加の場合）
 25万円（１社５名以上の参加の場合）
定　　　 員：最小１社、最大20社　
運 営 方 法：年10回程度の研究会を、生研での対面を中心としたハイブリッド形式で開催。
　　　　　　 研究室メンバーや外部専門家による話題提供をもとに、参加者間で議論を行う。

特別研究会の様子



















コンクリートのバリア性能研究会
nmオーダーから万年オーダーのバリア性能を探る

RC-73
連絡先
　岸　利治
　e-mail ：kishi@iis.u-tokyo.ac.jp

代表幹事
　岸　利治（東京大学 生産技術研究所 教授）

主旨

2026年度　特別研究会一般財団法人 生産技術研究奨励会

岸　利治

表層品質検査装置と改質技術適用例 ひび割れ自己治癒による機能回復

　社会基盤として未来に渡って社会の営みを支え続ける鉄筋コンクリート構造物にとって、長期的な機能保持
性能、すなわち耐久性は、今後益々重要視される性能である。かぶりコンクリートの中性化・塩分浸透抵抗性、
トンネル覆工や地下構造物躯体に求められる止水性能、数千年・数万年オーダーの核種閉じ込め性能が期待さ
れる地層処分施設など、全てのコンクリートに期待される長期的な機能保持性能は、バリア性能と換言できよ
う。しかし、鋼材の腐食にとって重要な水の侵入を考慮しない耐久設計、圧縮強度以外のコンクリート品質を
確認しない検査体系など、耐久性を定量的かつ合理的に扱う上での課題は多い。また、コンクリート中の物質
の移動場でありながら、複雑な連結性のために実態の解明が進んでいないnmオーダーからμmオーダーの空隙
構造や、構造物に生じる巨視的なひび割れが、バリア性能の定量評価を困難としている。
　本研究会では、コンクリート中の物質移動現象と抑止機構を本質的に理解することに努め、必要にして十分
なバリア性能を実現するための合理的な耐久設計と検査体系の整備およびバリア性能の定量評価の実現に向け
た意見交換を行う。また、バリア性能を著しく損なう粗大な空隙やひび割れを改善する表層改質・自己治癒・
補修技術に関する情報交換を行う。社会基盤ストックの質の充足を確実なものとすべく、従来とは一線を画す
価値の創造に向けた技術の深化・集約・差別化を意識した議論を行う。

参　加　費：賛助員の場合　：30万円（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
　　　　　　 非賛助員の場合：40万円
定　　　 員：特に規定しない
運 営 方 法：４回程度。関連分野の研究者・技術者による講演並びに情報交換・意見交換を行う。







建設分野におけるユーザーレビューシステム研究懇談会
カタログを超えてユーザーレビュー／ランキングシステム活用への途は啓けるか

RC-80
連絡先
　岸　利治
　e-mail ：kishi@iis.u-tokyo.ac.jp

代表幹事
　岸　利治（東京大学 生産技術研究所 教授）

主旨

2026年度　特別研究会一般財団法人 生産技術研究奨励会

アルカリ骨材反応による劣化事例 表面被覆対策後の再劣化事例

岸　利治

　インフラの維持管理には、米国に続いて日本も多大な授業料を払ってきた。苦く貴重な経験であり、教訓を
財産として今後の維持管理に活かさなければならない。日本全国にコンクリート構造物は無数にあり、維持管
理の裾野は広い。その末端にまで合理的な維持管理を展開するには、時間をかけて蓄積された情報の一層の知
識化と共有化に加えて、情報を有効に活用する方策の導入が必要ではなかろうか。
　データベースは情報の蓄積と共有に有効なツールであるが、入力の手間が掛かる割に情報を有効に活用する
のが難しい。カタログは様々な技術を横並びに眺めるには便利であるが、どの材料／工法が、よりニーズに適
しているのかまでは教えてくれない。貴重な情報は目に付きやすく、取り出しやすく、有効に活かさなければ
ならない。昨今、ランキングばやりであるが、電化製品や宿泊施設の選定において、ユーザーレビューとラン
キングは消費者の貴重な情報源となっている。信頼に値する評価情報が簡単に入手できるという点で魅力は大
きい。建設分野における技術評価に同様のシステムが馴染むのか、有益であるのかは定かでないが、その効用
の大きさからして、食わず嫌いではもったいない。
　建設分野において、パンフレットやカタログ、既存のデータベースの枠を超えて、ユーザーレビュー／ラン
キングシステムの活用への途は啓けるのか、構造物の延命化技術を対象として議論する。

参　加　費：賛助員の場合　：10万円（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
　　　　　　 非賛助員の場合：20万円
定　　　 員：特に規定しない
運 営 方 法：年２回程度、RC-73と合同で、講演並びに情報交換・意見交換を行う。





都市環境災害に関する風洞活用研究会
コンピューティングの時代に必要とされる次世代の風洞実験技術

RC-86
連絡先
　大岡龍三
　e-mail：ooka@iis.u-tokyo.ac.jp
　菊本英紀
　e-mail：kkmt@iis.u-tokyo.ac.jp

代表幹事
　大岡龍三（東京大学 生産技術研究所 教授）
幹事
　菊本英紀（東京大学 生産技術研究所 准教授）

主旨

2026年度　特別研究会一般財団法人 生産技術研究奨励会

大岡龍三

　都市化や地球温暖化に伴う気候変化により、台風や竜巻、大気汚染など、建築や都市を取り巻く環境災害の
悪化が懸念される。近年の計算技術の進展によって、数値流体解析は建築や都市の環境設計においても実用レ
ベルまで普及が進んでいる。解析コストの低さ、制御の簡便さによって、数値解析はかつて風工学の中心的手
法であった風洞実験に取って代わりつつある。
　しかし、依然として風洞実験を実施する意義は大きい。例えば、  ①数値解析では剥離流背後の流れの再現性
が悪く、しばしば実用上の精度を確保できていない。  ②建物に働く変動圧力や汚染物質の変動濃度などは、十
分な精度を数値解析で確保するのが難しく、場合によっては風洞実験の方が高精度な解析を低コストで実現で
きる。  ③これらの変動特性に関しては、形状や条件の個別性が高く、現在も十分な検討がなされていない。  
④弱風で浮力が影響する場合の地表近くの風環境や汚染拡散に関しても未だ検討が十分でなく、汚染制御や暑
熱環境制御での検討余地が大きい。そして、  ⑤火災や風飛散物など、複雑な事象に関しては特に数値解析より
も実験的手法の信頼性が極めて高い、といった状況にある。
　そこで本研究会では、最新の風洞実験技術に関する情報交換を行うとともに、上記のような課題に対し、実
際に風洞を用いたスタディによって数値計算のための検証データを作成する。また、それぞれの長所・短所を
もつ数値的手法と風洞実験を組み合わせた（相互補完した）新たな評価システムの構築を目指す。

参　加　費：賛助員の場合　：20万円（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
　　　　　　 非賛助員の場合：30万円
定　　　 員：参加社数制限なし
　　　　　　 １社毎の参加人数制限なし
運 営 方 法：定例研究会を年５～６回程度開催する。
　　　　　　 モデルケースを設定し、実際に当所保有の環境無音境界層風洞を用いたスタディを実施する。

環境無音境界層風洞 建物周りでの剥離流の可視化







分散台帳とその応用技術特別研究会
ブロックチェーン技術を新たな社会基盤にするための学術的信頼点

RC-94
連絡先
　鶴山陽子 （松浦幹太研究室）
　e-mail ：kmsec@iis.u-tokyo.ac.jp

代表幹事
　松浦　幹太（東京大学 生産技術研究所 教授）
幹事
　松尾真一郎（東京大学 生産技術研究所 リサーチフェロー）

主旨

2026年度　特別研究会一般財団法人 生産技術研究奨励会

　2009年に発明されたBitcoinとその基盤技術であるブロックチェーン技術は、インターネットが通信と情
報流通のあり方を大きく変えたのと同じように、価値、権利など様々な状態に関する情報の管理と利活用のあ
り方を変える技術として、近年大きく注目されている。米国を中心として、ブロックチェーンの応用が活発に
提案され始め、国内外でブロックチェーンの応用を検討する取り組みが、金融業界、産業界などで始まってい
る。
　一方で、ブロックチェーン技術は、社会基盤となるために必要な学術的検証がなされる前にビジネス適用が
始まっている。そのため、安全性検証、スケーラビリティの確保、プライバシ保護などに関して、学術的に信
頼できる研究と検証を行うことが喫緊の課題である。
　そこで、本特別研究会では、大学などの研究機関と産業界の研究者の参画により、ブロックチェーンの活用
が有効な領域を検討した上で、ブロックチェーン技術を新たな社会基盤とするための技術的要件の検討と、そ
の技術的要件を満たす技術に関する研究を行い、研究成果の共有と議論、今後の研究課題の洗い出しを行う。
研究の実施においては、米国をはじめとした海外の研究動向の共有と、国際的なプロジェクトとの連携も行
う。活動の一部はBASE（Blockchain Academic Synergized Environment）アライアンスの活動として
認定され、会員企業はBASEアライアンス参加組織として国際的な研究ネットワークへ貢献できる。

参　加　費：賛助員の場合　：　40万円（参加者５名までの場合）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
　　　　　　　　　　　　　　 190万円（参加者９名までの場合）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
　　　　　　　　　　　　　　 490万円（１社から10名以上が参加する場合）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
　　　　　　 非賛助員の場合：　50万円（参加者５名までの場合）
　　　　　　　　　　　　　　 200万円（参加者９名までの場合）
　　　　　　　　　　　　　　 500万円（１社から10名以上が参加する場合）
定　　　 員：最小２社
運 営 方 法：年５回程度の研究会を開催する。研究会では、国内外の関連分野の研究者・企業研究者からの講
　　　　　　 演・研究発表、および意見交換を行う。議論を通じ、最新の研究成果の共有のみならず、関連分
　　　　　　 野における今後の研究課題の洗い出しを行う。

松浦幹太





マイクロニードル研究会
薬の伝達ツールを変える、予防医学を実現できる、

RC-97
連絡先
　金　範埈
　e-mail ：bjoonkim@iis.u-tokyo.ac.jp

代表幹事
　金　範埈（東京大学 生産技術研究所 教授）
　朴　鍾淏（東京大学 生産技術研究所 助教）

主旨

2026年度　特別研究会一般財団法人 生産技術研究奨励会

金　範埈

　この研究会は、マイクロニードル研究に携わる各分野の研究者が情報を交換し、討議する場の提供を行い、
マイクロニードルに関するより広範な基礎研究の活性化及び先端技術応用成果の確認、整理、応用開発の検討、
生物学的実証実験、臨床試験を目指した研究を推進するとともに、各関連分野において国際的に評価される研
究成果を総括し、人々の健康と美の予防医学に貢献するための事業を行い、もって広く国民の健康に寄与する
ことを目的とする。
　特に、主な研究テーマの内容として、生分解性マイクロニードルのパッチ型無痛症ドラッグデリバリーシス
テムの実用化を目指す。美容分野において既に実用化になっているヒアルロン酸マイクロニードルのパッチ等
に関しては、新たなマイクロモールド製造技術の開発及び近年の薬剤学・高分子材料工学・マイクロナノ加工
技術のさらなる進歩に伴い、より安価で高機能性のパッチの大量生産が実現できるシステムを開発している。
　マイクロニードル製剤は、従来の注射剤や貼付剤などの剤型にはない利点を有しており、本研究会に、多く
の関連企業が参入し、産学官の連携研究と医療・製薬や工学分野との異分野融合を通して、より良い薬や製剤
を提供する側の製薬企業にとっては新たな事業展開の可能性が広がり、医療への貢献へもつながる。また、医
療の提供を受ける側の医療従事者や患者にとっても、痛みの少ない簡便な治療方法・投与方法という新たな選
択肢が増えることが期待される。

参　加　費：賛助員の場合　：10万円（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
　　　　　　 非賛助員の場合：20万円
　　　　　　 ※上記以外の参加形態もありますので、詳細はお問い合わせ下さい。
　　　　　　 参加人数による参加費の制限なし
定　　　 員：最大15社、最小３社
運 営 方 法：年３回程度の研究会を開催する。
　　　　　　 ●国内外の関連分野の研究者・企業関係者からの講演ならびに意見交換を行う。
　　　　　　 ●国内外の会議への参加報告を中心として、学術研究会、セミナー、勉強会の開催、最新の技術
　　　　　　 　動向を知る。

生体溶解性マイクロニードルパッチ







マルチスケール加工研究会
小さなものから大きなものまで、形をつくる

RC-100
連絡先
　土屋健介
　e-mail ：tsu@iis.u-tokyo.ac.jp

代表幹事
　土屋健介（東京大学　生産技術研究所　准教授）

主旨

2026年度　特別研究会一般財団法人 生産技術研究奨励会

土屋健介

　日本の製造業の中でも、高付加価値の部品産業は依然として国際的な競争力を有しており、日本経済を支え

る中心的な存在と期待されている。部品産業の競争力の根源は高度な加工技術であり、近年は特に医療分野・

航空宇宙分野・IoTデバイスなどに用いられる微細部品の製造においてニーズが高まっている。これらのニーズ

に応えるためには、高度な微細加工技術を一般の技術者に普及させることが求められる。

　一方で、近年は工作機械や各種工具の性能が向上したこともあり、以前は特別に高度加工技術や専用の工作

機械等がなければ加工できなかった部品が、汎用の工作機械・工具を用いても加工を実現できるようになりつ

つある。つまり、高度な微細加工技術を広める素地が整ってきている。

　本特別研究会では、加工対象のスケールと連動して変化する支配要因や、不変の要因を分析することで、加

工のマルチスケール化を目指す。機械加工、成形加工、塑性加工、付着加工、ビーム加工、化学的加工、電気

的加工など、種々の加工法について、加工におけるスケール効果や、スケールによらず共通するパラメータの

分析、誤差要因とその克服手法、等を体系的に研究することで、メートルオーダからマイクロメートルオーダ

まで同じように適用できる加工法の体系を構築し、高度な微細加工技術の普及を目指す。 

参　加　費：賛助員の場合　：20万円（別途賛助員年会費1口10万円がかかります）

　　　　　　 非賛助員の場合：30万円

　　　　　　 ※上記以外の参加形態もありますので、詳細はお問い合わせ下さい。

定　　　 員：1社あたり5名まで

運 営 方 法：定例研究会を年２～３回開催。



材料の腐食と寿命に関する特別研究会
材料の宿命である腐食と寿命に向き合う

RC-104

八木俊介
連絡先
　八木俊介
　e-mail：syagi@iis.u-tokyo.ac.jp

代表幹事
　八木俊介（東京大学 生産技術研究所 教授）

主旨

2026年度　特別研究会一般財団法人 生産技術研究奨励会

　省資源・省エネルギー化ならびに持続可能でカーボンニュートラルな社会の実現のためには、様々な材料お

よびそれらを使用したデバイス、構造物の耐久性や寿命をいかに伸ばすかが鍵となってくる。特に腐食は、耐

久性や寿命を著しく損なう原因となり、金属材料のみならず、セラミックス材料や高分子材料に対しても起こ

りうるものである。しかしながら腐食は環境依存の現象であるため、その対策は臨機応変に行われ、そこで得

られる知見や技術は共有されないことも多い。一方で、錆などの腐食生成物や寿命を迎えた材料に新たな価値

を見出すとともに、腐食反応を模倣した合成・破壊プロセス開発も可能であると考える。

　このような背景から、本特別研究会では「材料の腐食と寿命」に関わる幅広い技術や学術的な知見を共有

し、学ぶためのネットワーキングを行う場として、研究会を1年に4回程度開催する。さらに、腐食現象、防

食技術、測定法などに関する解説を不定期に発信する予定である。

年　会　費：40万円（１社から参加者２名以下の場合）（賛助会費１口分10万円を含む）
30万円（１社から参加者２名以下の場合）（賛助会費は別部署より申込み）
60万円（１社から３名以上が参加する場合）（賛助会費１口分10万円を含む）
50万円（１社から３名以上が参加する場合）（賛助会費は別部署より申込み）

参　加　費：40万円（１社から参加者２名以下の場合）（非賛助員の場合）
60万円（１社から３名以上が参加する場合）（非賛助員の場合）

定　　　員：参加社数制限なし
運 営 方 法：年4回程度。基本的に生産技術研究所内またはオンラインで行う。

塩化物イオンを多量に含有する電解液中で分極した後の各種基板の走査型電子顕微鏡像。















高速知能システム研究会
高速画像処理、高速ビジョンネットワーク、高速視覚制御、高速ロボット、自動車・ITS

RC-112
連絡先
　山川雄司
　e-mail：y-ymkw@iis.u-tokyo.ac.jp

代表幹事
　山川雄司（東京大学 生産技術研究所 准教授）

主旨

2026年度　特別研究会一般財団法人 生産技術研究奨励会

山川雄司

現存する視覚情報処理機能を有する知能システムを見ると、カメラによる画像取得および取得した画像に対

する画像処理が他のセンサおよび信号処理と比較して低速であり、それに依拠した形で知能システム全体も低

速となっている。すなわち、視覚情報処理系が知能システムのボトルネックとなっており、システムの高速化を妨

げているのが現状である。

このような現状に対して、東京大学生産技術研究所山川研究室では、高速カメラと高速画像処理技術とをモ

ジュールとした高速ビジョンシステムを中心として、各種センサをネットワーク上に接続し、センサネットワーク系

を構築することにより実世界を高速かつ包括的に認識するとともに、駆動システム（ロボット等）へとリアルタイ

ムにフィードバックし、実世界との動的なインタラクションの実現を目指し、人間を超える高速知能システムを開

発している。

本研究会では、東京大学生産技術研究所山川研究室で研究開発を進めている、高速知能システムの開発に資

する基盤技術である高速画像処理、高速視覚制御といった要素技術から、これらを統合した応用技術として高

速ロボットや自動車・ITSへの実応用を目指した統合技術およびアプリケーション実現に関する研究事例を紹介

する。産業界との意見交換を行い、社会実装を目指した新たな研究開発の創出を狙う。

参　加　費：賛助員の場合 ：30万円（別途賛助員年会費1口10万円がかかります）
 非賛助員の場合：40万円

定　　　員：参加社数制限無し

運 営 方 法：定例研究会を年2～3回



ダイバーシティ推進研究会
多様性パワーで国際競争力をつける

RC-116

吉江尚子
連絡先
　田野井慶太朗
　e-mail ：uktanoi@g.ecc.u-tokyo.ac.jp

代表幹事
　吉江尚子（東京大学 生産技術研究所 教授）
幹事
　田野井慶太朗（東京大学 大学院農学生命科学研究科 教授）

主旨

2026年度　特別研究会

田野井慶太朗

一般財団法人 生産技術研究奨励会

　2024年4月、東京大学は、マイノリティが直面する諸課題に取り組む学際的な研究の拠点として「多様性包

摂共創センター（愛称：IncluDE）」を新たに設立しました。この組織は、DEI（多様性、公平性、包摂性）をテー

マに掲げた東京大学初の学内共同教育研究施設です。DEIにかかわる最先端研究を当事者の視座から推進する

と同時に、その成果をキャンパスにおける支援実践と結びつけることによって社会実装の加速を目指します。

さらに、DEIを理想に掲げる社会をデザインし、グローバルな舞台で活躍するリーダーとして、また、研究、就職、

起業、公的セクターでの活躍が期待できる人材として、学生が大学を巣立っていくことができるように、その

育成にも力を注ぎたいと考えています。このような活動を推進するためには、大学やアカデミアだけでなく、

産業界との連携が不可欠です。そこで、本研究会においては、産学官のパートナーシップを通じてDEIをめぐ

る日本及び世界の最先端の課題や実施されている調査や研究、教育、研修等について情報交換や議論を行う場

を設けます。

参　加　費：賛助員の場合　：20万円（１社１名まで）
 （別途賛助員年会費1口10万円がかかります）
 非賛助員の場合：30万円（１社１名まで）
 １社から複数名の参加については、別途ご相談ください。
運 営 方 法：年1、２回程度、定例研究会
 研究者、教育関係者、企業関係者が集い、事例紹介、意見交換、およびネットワーキングを
 行います。

大学の未来を考える女性ネットワーキング



熱フォノンエンジニアリング研究会
先端半導体熱マネジメントと省エネ、創エネ技術の最前線

RC-117

野村政宏
連絡先
　野村政宏
　e-mail：nomura@iis.u-tokyo.ac.jp

代表幹事
　野村政宏（東京大学 生産技術研究所 教授）

主旨

2026年度　特別研究会一般財団法人 生産技術研究奨励会

　AI産業の発展および先端半導体の三次元化により、発熱密度の高い先端半導体における熱マネジメントおよ

び低消費電力技術の重要性が増しています。高度な固体熱マネジメントを行うためには、熱キャリアであるフォ

ノンの輸送や状態を理解し、コントロールする必要があり、熱フォノンエンジニアリング分野が開拓されてい

ます。先端半導体デバイス開発、パワー半導体、光デバイスなどで、正常な機能と性能を維持するためには、ナノ・

マイクロ領域で顕著になる熱フォノンの特異な性質を考慮する必要があります。

　本研究会では、熱フォノンエンジニアリングの視点から、産業界からの需要が大きい先端半導体デバイスや

パワーデバイスなどにおける熱マネジメントや、各種材料の熱伝導計測などに必要な基礎的知識の共有を行い、

熱輸送現象の理解や材料開発、デバイス・システム開発、応用探索などについての議論、調査、情報およびビジョ

ン共有を行います。

　固体熱マネジメントに関する基礎研究から応用まで、幅広く総合的な情報共有と自由で生産的な議論の場に

したく、関心のある皆様のご参加を歓迎致します。

参　加　費：賛助員の場合　：30万円（別途賛助員年会費1口10万円がかかります）
 非賛助員の場合：40万円
運 営 方 法：年3回程度開催
 研究室メンバーや外部専門家による話題提供や、参加者による議論や情報交換の場とする。

熱フォノンエンジニアリングの適用例

















いずれかに◯をつけてください。３と４については賛助員年会費の口数をご記入ください。
　１.既に賛助員である。賛助員担当者について、上記担当者と同じ
　２.既に賛助員である。賛助員担当者について、他部署の者
　３.既に賛助員であるが、増口する。→　　　　口に増口（１口につき賛助員年会費10万円）
　４.賛助員未入会につき、新規申込みをする。→　　　　口で新規申込み（１口につき賛助員年会費10万円）
　５.賛助員申込みをしない。

2026年度

ください。

下記連絡先まで電子メールでお申し込みください。
　連絡先：一般財団法人　生産技術研究奨励会　特別研究会係
　　　　　〒153－8505 東京都目黒区駒場４－６－１ 東京大学生産技術研究所内Dｗ４０５
　　　　　e-mail：renhisho@iis.u-tokyo.ac.jp
●ＨＰアドレス：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/shourei/ResearchCommitte/RC_2026.html
●特別研究会会員規則：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/shourei/ResearchCommitte/RC_gazou/rc2026/RC-kaiin-ki.pdf

2026年度

特別研究会会員規則に同意の上、お申し込みください。
いずれかに○をつけてください。
 ［　　］新規
 ［　　］継続（継続参加の場合も、年度毎に申込書をご提出ください。）
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